
障害者向け機器の紹介

サービスに役立つ様々な機器等



突然ですが
図書館入口わかりやすいですか？

図書館に入った後、カウンターま
でわかりやすいですか？

入り口は大切です!!



私の職場の
エレベーターから
カウンターまでの
歩導くんです。

カウンターまで行けると
安心ですね。



本題の前に障害者の現状を確認

・人数は増えているのか？

・障害者ごとの人数はどうなっている
のか？



平成28年生活のしづらさなどに関する調査より

在宅94.6% 65歳以上52%



国内にはどの程度の読書が困難な人が・・・

→視覚障害 約31万人

→聴覚障害 約34万人

→上肢障害 約99万人

→知的障害 約108万人

参考

→寝たきり 約136万人(要介護4以上)

→ディスレクシア 英語圏は人口の10～20％

平成２８年生活のしづらさなどに関する調査 （全国在宅障害児・者等実態調査）結果



見えない・見えにくい人は？

・日本の法律で定められている視覚障害者数

(身体障害者手帳所持者)は、約31万人。

→その内の8割は重度障害者といわれる、見えにくい、

見えない状態の人。全く見えない人は、1割程度で

残りは、明暗も含み何かしら視覚を活用できる人。

＊日本眼科医会では、見えにくくて生活に

何らかの支障がある人は164万人と試算。

145万人がロービジョン(見えにくい)と言われている。

読むことに
一番支障が
ありそうな



まず、最初は環境整備

図書館に本を読みに来て
読む前に環境でへこたれることもあるかも

しれません。
ハード面はどうでしょうか。

館周辺の点字ブロック、スロープ、
誘導音、自動ドア、十分な通路幅
やはり、入り口は大切です!!



館内の表示や座席
見えにくい人にとってどうか。
小さい文字に近づけない、

色がわかりにくい人への配慮は？
工夫で見やすくなることも。

館内表示はどうでしょうか。



では、どのくらいが見やすいの？
• 国土交通省の公共交通機関旅客施設の公共交通機関の旅客施設に関

する移動等円滑化整備ガイドラインでは、両眼矯正視力 0.5を想定
し、視力0.5の人が一定距離離れた場所からでも看板の文字を視認
できるよう、必要な文字の大きさを定義しています。

視距離
案内用図記号の

和文の文字高 ポイント
基準枠寸法

遠距離(40m) 480mm以上 160mm以上 453.54pt

遠距離(30m) 360mm以上 120mm以上 340.15pt

中距離(20m) 240mm以上 80mm以上 255.118pt

近距離(10m) 120mm以上 40mm以上 113.39pt

近距離(5m) 60mm以上 20mm以上 56.70pt

至近距離(1～2m) 35mm以上 10mm以上 28.34pt

視覚障害の6級はよい方が0.6で以下で、反対が0.02以下



表示の工夫で見やすく

白黒反転・ゴシック体が見やすいといわれています。



文字だけでなくピクトグラムの活用も

• 「絵文字」とも呼ばれる、情報
や注意を示すために表示される
視覚記号（サイン）。文字によ
る文章で表現する代わりに、単
純で視覚的な図で表現される。

• 標準案内用図記号ガイドライン

標準案内用図記号125項目の

うち、110項目がJIS規格化さ

れ、追加されています。

視覚障害者用

トイレ ゴミ箱

http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/pictogram/data/guideline_2017.pdf 
をご覧ください。

はっきり
していれば
文字より見
やすい人も。



表示は色にも配慮を
上

一般の見え方

下

色弱の見え方

色分けしたことが

分からなかったり、

わかりにくかったり

します。

色の使用法には配慮が

必要です。

色のシュミレータアプリ https://asada.website/cvsimulator/j/



ナビレンス
タグで場所を知らせるもの

ナビレンスHP→



続いて窓口での支援機器

• 色々な支援機器、
支援を行っていて
も利用者が知らな
ければ使用されま
せん。

• 窓口における表示
や案内が重要です
ね。



続いて窓口での支援機器

• 色々な支援機器、支援を行っていても
利用者が知らなければ使用されません
。

• 窓口における表示や案内が重要ですね
。

図書館のご利用で

お困り方は

カウンターで

ご相談ください筆談、手話を

行っています。

聞こえにくい方は

お気軽にお申し出

ください。

見えにくい方のために

拡大の機器を貸し出しています

ご自由にお試しいただけます

大活字本

あります

窓口は聞こえへの対応が多いかもしれません。



｢聴覚障害｣なのか
ただ｢耳がとおい｣のか

• ｢年のせい｣という思い込み

• 見た目ではわからない｢見えない障害｣

• 独居の場合は会話が乏しく、気づかない

実際には・・・

６５歳以上の２０～４０％が聴力の損失

７０歳以上の５０％以上が老人性難聴

総務省統計局によると2020年9月現在
65歳以上の人の総人口に占める割合は 28.7％と過去最高



コミュニケーション支援



もちろん、大きい声で話せば聞こえる人もいます。

※集団補聴ができます（隣の人
とは自分のマイクで話せます）
１つの送信機に対して 受信機
は何台でも受信できます。
（複数の送信機の音を１つの受
信機で聞くことはできません）
15組まで1対Nの集団をつくれ
ます。



コミュニケーション支援
(聴覚・言語障害)

• ホワイトボード

磁気式や電子式

ものがあり、

大きさも様々。

ホワイトボード
サイズにより様々
値段は1000円～

8000円!!



しかさぽボード
白黒反転だと見えにくい人も役立ちます



札幌市中央図
書館コミュニ
ケーションボ
ード



そして大事な読書支援機器

• 以下の機器類を設置するとともに、その使用方
法に習熟し利用者に案内できるようにする。必
要により複数用意し貸し出しを行う。

①活字資料の読書を支援するもの：老眼鏡、拡大
読書器、ルーペ、書見台、リーディングトラッ
カー、音声読書器等

②障害者サービス用資料を利用するためのもの：
DAISY再生機、タブレット端末等

③パソコン利用のためのもの：音声化ソフト、画
面拡大ソフト等



そもそも障害のある人が本を
利用できることを知っているか

• これから出てくる機器も大切ですが、その前の
段階は大丈夫なのかという疑問。



まずは、老眼の方に・・・

老眼は40才くらいから出てきます。
最近では夕方老眼、週末老眼という

言葉も出てきています。
老眼鏡はその人にあった

処方のものを使う方がいいです。



リーディングトラッカー

• 読書補助具の１つ。タイポスコープやリ
ーディングスリットともいう。これを用
いることで、本のページや文書の特定の
行に焦点を当てながら読み進めることが
できる。市販製品もあるが、図書館で自
作することも容易である。もともとは視
覚障害（視野狭窄や黄斑変性など）のあ
る人の読書補助具であったが、現在では
、ディスレクシアのある人にも有効であ
ることが分かっている。



自分で作ることもできます

黒い紙を置くだけでもずいぶん読みやすいです



読むだけではありません

黒い紙をくりぬくだけで行をたど
りやすくなり、読みやすくなりま
す。また書きやすくもり、署名を
しなければならないときに見えに
くい人だけでなく、全盲の人にも
枠を手で確認して利用いただけま
す。
見えにくい人には線を太くするだ
けでも随分と違います。



でも、見えにくいという
拡大が必要な方には・・・

大きくすれば見える？



見えにくい状態で読む



拡大して読む（ルーペ）

• 新聞の文字を読むには0.6程度の視力が必要
手持ちルーペ

置き型ルーペ

主に手持ちルーペと
置き型ルーペの

二種類があります。

8000円～
36000円

～
8000円～

6000円～



ルーペで知っておきたいこと
• 手持ちはピント合わせが割と難しい

• 倍率が大きくなるほどレンズは小さくなる

• 目にレンズを近づけてみると見える文字数は
増える

• ライトがつくものがある

0.1の人が4倍をルーペで見ると
計算上の話ですが

0.1×4 で 0.4の視力なります。
新聞を読む0.6程度の視力の場合

0.1×○＝0.6
ということで6倍のルーペが

必要なります。



こんな感じで見えます

置くタイプはピント合わせがないので利用しやすい



バールーペですと、広い範囲を拡大して読みやすいです。



低倍率だとレンズが大きく広い範囲が見やすくなります



書見台があると姿勢が保たれます



こんなルーペもあります



拡大して読む（拡大読書器）

据置型と携帯型の
二種類があります。

据置型はディスプレイが回転
するもの、画面の高さが変わ
るもの、携帯型は様々な
大きさがあります。

据置型は多くは
約20万円。最近は値

上がり傾向

40000円～
198000円



拡大読書器で知っておきたいこと

• 色が変えられる 白黒、黒白、
カラー等

• 拡大ができる 2.2倍から70倍
（様々）

設置場所に
も注意!!

画面の反射
や窓の光な

ど。



拡大読書器で知っておきたいこと

• 画面のサイズで見られる文字数が異なり
読みやすさも変わる。

• 色は据え置きと同様、変更可能。

最近、商品の入れ変わりが結構激しいです。



音に変換して読む（パソコン利用）

パソコン スキャナ
OCRソフト
音声ソフト

活字をスキャナで読み取り、OCR（光学式文字読取）でテキスト化。
その後音声ソフトで読み上げさせることで、墨字文書を読むことが可能になる。

精度は8割から
9割程度で読み
間違いも多い。

手書きの文字は
読めない→
読めるように
なった。

段組みのものや
表等が多いもの
は読めない。



音に変換して読む（音声・拡大読書器）

• 視覚障害者の用具で、パソコン・スキャナ・
ソフトが一台に入っている機械がある。

電源を入れる 用紙をセットする 読み取りボタンを押す

連続で
読み取り可

機械内部に
データ保存可

ディスプレイ
と接続して
拡大表示可

データをUSB
等に転送可

よむべえスマイル
値段は198000円!!



音に変換して読む（SP(音声)コード）
• SPコードは、紙に掲載された情報をデジタルに変える、
二次元シンボル。専用ソフトをインストールするだけで
簡単に作成できる。縦横18mmの大きさに、日本語で
約800文字のテキストデータが格納可能。

専用ソフト（無料）でデ
ータをspコードに変換。
読み間違いは修正可

専用読み取り機器に
spコードをセットする

読み取りボタンを押して
読み上げ



録音された本で読む（デイジー）

• デイジー図書を再生することができます。

右側PTR3（録音も可）
左側PTN3
ボタンが多く、複雑と感じる
人も多いため、よく利用する
ボタンだけ触れるようにした
カバーが付属している。
CDに録音された図書を再生
だけでなく、音楽CDの再生
も可能。

先ほど紹介し
た音声・拡大
読書器はCD
を入れるとこ
ろがあり、デ
イジー・音楽
の再生が可

PTR3
値段は85000円!!

PTN3
値段は48000円!!



最近は読み上げ可能な
拡大・読書器も増えてきています

快速よむべぇ エンジェルビジョンデスクトップリーダー

オーカム コンパクト10スピーチ



メモを取りたい人のために(受付や対面室等に)

白いペンに黒い紙
太いペン・携帯用点字器

メモを取りやすいペンや
ボールペン等の活用

点字用紙忘れの方にはカレ
ンダーを使うことも。

メモできるもの貸してくだ
さいに対応できますか？

PROCKEY
裏うつりしないペン

ブラックノート
ホワイトペン

携帯用点字器



足つきルーペだと書くことができます



実はiPADやiPHONEで
メモ・拡大・色反転・OCR読み上げと

だいたいのことができます



東京都障害者IT地域支援センターの
情報がよくまとまってます



例えば・・・
コミュニケーション（聴覚障害）
スマホアプリ 音声認識や文字入力で話をする

こえとら



例えば・・・
コミュニケーション（視覚障害）

明るく大きく サリバン＋Seeing AI



最後に講習会・研修会支援機器

• 磁気ループ

携帯型磁気ループ
サイズにより様々
値段は30000円や

150000円!!

固定で設置するタイプ、カウン
ターに置くタイプ、小型・携帯
がと使い方に応じていろいろな
タイプがあります。





続いて窓口での支援機器

• 色々な支援機器、支援を行っていても
利用者が知らなければ使用されません
。

• 窓口における表示や案内が重要ですね
。

図書館のご利用で

お困り方は

カウンターで

ご相談ください筆談、手話を

行っています。

聞こえにくい方は

お気軽にお申し出

ください。

見えにくい方のために

拡大の機器を貸し出しています

ご自由にお試しいただけます

大活字本

あります

最後にもう一度 窓口での
支援機器紹介



大活字本

あります



見えにくい方のために

拡大の機器を貸し出し
ています

ご自由にお試しいただ
けます



筆談、手話を

行っています。

聞こえにくい方は

お気軽にお申し出

ください。



図書館のご利用で

お困り方は

カウンターで

ご相談ください



準備しておわりではなく
準備して広報して使ってもらう
これが一番。

以上です。

ご清聴ありがとう
ございました。
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